









































le-lA+AIM , rHR-rA+ArHR (4),(5)
ただし,lAはネックの長さ,AIM はネック両
開口端の付加質量補正長で,ネックの内側と
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について,そのためのチューナーを試作して
ネック長制御による共鳴の鋭 さQの調整の
可能性を調べた｡その結果,ネック長制御単
独ではQ調整上限界があり,調整装置は抵抗
制御を主体に開発せざるを得ないことがわか
った｡
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